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主要地方道松川インター大鹿線道路への土砂流入の原因及び応急復旧計画について 

 
平成２９年１２月１５日に発生しました、主要地方道松川インター大鹿線道路トン

ネル新設（四徳工区）工事現場付近における土砂流入事象の原因及び道路の応急復旧

計画について、お知らせします。 
 
１．概況  
・平成２９年１２月１５日（金）午前３時２５分頃、主要地方道松川インター大鹿

線道路トンネル新設（四徳工区）工事現場付近において、土砂流入が発生しまし

た。 
・本事象に伴い、現在も、四徳大橋松川側付近～松除橋付近※まで道路を通行止めに

しており、一般車は県道松川大鹿線（県道２２号線）に誘導しております。 
 
※松除橋付近：主要地方道松川インター大鹿線終点。県道松川大鹿線（県道２２

号線）との分岐点 
 
２．施工会社 
・主要地方道松川インター大鹿線道路トンネル新設（四徳工区）工事共同企業体 

 （代表構成員 戸田建設株式会社、構成員 吉川建設株式会社） 
 
３．原因 

・現在も詳細は調査中ですが、当社が発注し、工事共同企業体が施工している四徳

渡トンネル工事の発破等による振動が繰り返し作用したことにより、トンネル直

上の地山が緩み、土砂流入に至ったものと考えています。 
 
４．応急復旧計画 ※詳細は別紙 
  ・工事にあたっては、道路をご利用の方や作業員等の安全に万全を期して進めて

まいります。 
 

[応急復旧計画の概要] 
・今後、現在工事を行っている、道路トンネルの掘削を進めて貫通させ、トン

ネル内の路盤・舗装作業を実施し、年内には、仮回し道路（片側交互通行）

として、一般車に通行頂ける状態にしていく計画です。 
・その間に主要地方道松川インター大鹿線道路への流入土砂の撤去、法面への

追加安全対策、仮土留めの設置等を進めていきます。 
・その後、県道を一部開通（片側交互通行）させ、本復旧に向けた作業を進め

ていきます。 



応急復旧計画別紙①

（１）道路トンネル 一般車仮回しに向けたステップ（年内を目途）

ステップ①：道路トンネル坑口部における盛土の実施（上部からの落石クッション）

ステップ②：落石防止のネット補強

ステップ③：斜面の不安定部の伐採や、不安定土砂の撤去

ステップ④：道路トンネル本坑の掘削

ステップ⑤：トンネル貫通後、トンネル内の路盤・舗装作業の実施

ステップ⑥：トンネル内外に安全設備を設置（法面への吹き付け、ガードレール設置等）

ステップ⑦：トンネル内仮道路の一般車両通行開始（片側交互通行）

（２）松川インター大鹿線への切り替え（約１ヶ月）

ステップ①：県道側への流入土砂撤去

ステップ②：法面への追加安全対策

ステップ③：仮土留め（親杭横矢板）の設置

ステップ④：一般車両の通行をトンネル内仮道路から県道に切り替え（片側交互通行）

（３）松川インター大鹿線 本復旧工事

・復旧工事中は片側交互通行は継続
・復旧工事の詳細は道路管理者である長野県と調整中



別紙②

主要地方道松川インター大鹿線

施工ヤード

土砂流入発生箇所

誘導員

道路トンネルへの切り回し（片側交互通行） 概略図

主要地方道松川インター大鹿線
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松川インター大鹿線（片側交互通行）概略図

応急復旧概略図
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